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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
は
、
県
民
共
通
の
願
い
で
あ
る
。
ま
た
、
「
安
全
」
は
社
会
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な

価
値
で
あ
り
、
「
安
心
」
は
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
上
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

私
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
宮
城
で
日
々
の
営
み
を
互
い
に
支
え
合
う
地
域
社
会
を
築
い
て
き
た
。
都
市
、
農
山
漁
村

な
ど
多
様
な
環
境
を
有
す
る
宮
城
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
、
真
に
豊
か
な
生
活
を
享
受
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
た
地
域
で
あ
る
。 

し
か
し
、
県
内
で
は
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
犯
罪
の
発
生
や
、
犯
罪
の
国
際
化
、
低
年
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

治
安
に
対
す
る
県
民
の
不
安
感
が
増
し
て
き
て
い
る
。 

情
報
化
、
高
齢
化
、
都
市
化
な
ど
に
伴
う
生
活
様
式
の
変
化
を
始
め
と
す
る
近
年
の
急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
地
域
社

会
に
お
け
る
連
帯
意
識
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
危
惧ぐ

さ
れ
る
な
か
、
県
民
が
真
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
は
、

行
政
施
策
や
警
察
活
動
の
み
な
ら
ず
、
県
民
一
人
一
人
が
、
「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
」
、
「
地
域
の
安
全
は
地
域
が
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
域
社
会
が
連
帯
し
支
え
合
い
な
が
ら
、
犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
を
整
え



 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

こ
こ
に
、
私
た
ち
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
特
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
「
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
県
民
運

動
と
し
て
進
め
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

第
一
章 
総
則 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
（
以
下
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
。
）
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
が
起
き

に
く
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
も
っ
て
す

べ
て
の
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
基
本
理
念
） 

第
二
条 

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
は
、
県
、
県
民
等
（
県
民
、
事
業
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
組
織
す
る
民
間
の
団
体
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
及
び
市
町
村
の
適
切
な
役
割
分
担
に
よ
る
協
働
の
下
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
し
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

自
ら
の
安
全
は
自
ら
が
守
り
、
地
域
の
安
全
は
地
域
が
守
る
と
い
う
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
運
動
と
し

て
、
お
互
い
が
支
え
合
う
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
こ
と
。 

二 

子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者
及
び
外
国
人
そ
の
他
の
特
に
防
犯
上
の
配
慮
を
要
す
る
者
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
こ
と
。 

三 

基
本
的
人
権
を
侵
害
し
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
犯
罪
が
起
き
に
く
い
生
活
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
。 



 

（
県
の
役
割
） 

第
三
条 

県
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
総
合

的
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
市
町
村
へ
の
協
力
及
び
支
援
） 

第
四
条 

県
は
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
市
町
村
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
市
町
村
が
実
施
す

る
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
必
要
な
協
力
及
び
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
県
民
の
役
割
） 

第
五
条 

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
自
ら
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
自
主
的
な
活
動
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
者
の
役
割
） 

第
六
条 

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
事
業
活
動
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
自
ら
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
自
主
的
な
活
動
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
基
本
計
画
） 

第
七
条 

知
事
は
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
基
本
理
念
に
の
っ
と

り
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
本
計
画
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的
方
向 

二 

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項 



 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項 

３ 
知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
県
民
等
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

前
三
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
） 

第
八
条 

基
本
計
画
そ
の
他
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
知
事
の
附
属
機
関
と
し
て
、
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。 

２ 

委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
し
知
事
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

委
員
会
は
、
知
事
が
任
命
す
る
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
し
、
任
期
は
二
年
と
し
、
委
員
は
再
任
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

４ 

委
員
会
に
、
会
長
及
び
副
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。 

５ 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す
る
。 

６ 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

７ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
に
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
委
員
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

第
二
章 

推
進
体
制
及
び
活
動
の
支
援
等 



 

（
推
進
体
制
の
整
備
） 

第
九
条 

県
は
、
県
民
等
及
び
市
町
村
と
連
携
し
て
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す

る
。 

（
広
報
及
び
啓
発
） 

第
十
条 

県
は
、
県
民
が
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
広
報
及
び
啓
発
を
行
う
も
の

と
す
る
。 

（
自
主
的
な
活
動
に
対
す
る
支
援
） 

第
十
一
条 

県
は
、
県
民
等
が
行
う
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
自
主
的
な
活
動
に
対
し
、
そ
の
活
動
を
促
進
す
る
た
め
情

報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

警
察
署
長
は
、
県
民
等
が
行
う
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
自
主
的
な
活
動
が
適
切
か
つ
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

そ
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
犯
罪
の
発
生
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
助
言
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。 

第
三
章 

犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
基
本
的
な
施
策 

（
児
童
等
の
安
全
確
保
の
た
め
の
指
針
） 

第
十
二
条 

知
事
及
び
教
育
委
員
会
は
、
公
安
委
員
会
と
協
議
し
て
、
学
校
等
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、

高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
の
高
等
課
程
、
主
と
し
て
外
国
人
の
児
童
、
生
徒

及
び
幼
児
に
対
し
て
学
校
教
育
に
類
す
る
教
育
を
行
う
各
種
学
校
並
び
に
児
童
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
通
学
路

等
（
通
学
、
通
園
等
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
道
路
並
び
に
児
童
、
生
徒
及
び
乳
幼
児
（
以
下
「
児
童
等
」
と
い
う
。
）
が
日
常
的



 

に
利
用
し
て
い
る
公
園
、
広
場
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
児
童
等
の
安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。 

（
平
一
八
条
例
八
一
・
平
二
八
条
例
四
・
一
部
改
正
） 

（
学
校
等
に
お
け
る
児
童
等
の
安
全
確
保
） 

第
十
三
条 

学
校
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
前
条
の
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
学
校
等
に
お
け
る
児
童
等
の
安
全
確
保
の

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

学
校
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
機
関
の
職
員
、
児
童
等
の
保
護
者
、
地
域

住
民
、
関
係
団
体
等
の
参
加
を
求
め
て
、
児
童
等
の
安
全
確
保
に
関
す
る
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
学
校
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者
に
対
し
、
当
該
学
校
等
に
お
け
る
児
童
等
の
安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
な
情
報

の
提
供
、
助
言
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
通
学
路
等
に
お
け
る
児
童
等
の
安
全
確
保
） 

第
十
四
条 

通
学
路
等
を
管
理
す
る
者
、
児
童
等
の
保
護
者
、
学
校
等
を
管
理
す
る
者
及
び
地
域
住
民
は
、
連
携
し
て
、
第
十
二
条

の
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
通
学
路
等
に
お
け
る
児
童
等
の
安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
民
は
、
児
童
等
が
危
害
を
受
け
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
、
警
察
官
へ
の
通
報
、
避
難
誘
導
等
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
児
童
等
の
安
全
教
育
） 

第
十
五
条 

県
は
、
児
童
等
が
犯
罪
の
被
害
者
又
は
加
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
学
校
等
が
家
庭
及
び
地
域
社
会
と
連



 

携
し
て
行
う
教
育
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路
等
の
普
及
） 

第
十
六
条 

県
は
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
を
有
し
、
又
は
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
管
理
を
行
う
道
路
、
公
園
、

自
動
車
駐
車
場
及
び
自
転
車
駐
車
場
（
以
下
「
道
路
等
」
と
い
う
。
）
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
公
安
委
員
会
と
協
議
し
て
、
道
路
等
に
つ
い
て
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。 

３ 

道
路
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
前
項
の
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
道
路
等
を
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備

等
を
有
す
る
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
住
宅
の
普
及
） 

第
十
七
条 

県
は
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
を
有
す
る
住
宅
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
公
安
委
員
会
と
協
議
し
て
、
住
宅
に
つ
い
て
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。 

３ 

住
宅
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
住
宅
を
所
有
し
、
若
し
く
は
管
理
す
る
者
（
以
下
「
住
宅
建
築
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、

前
項
の
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
住
宅
に
つ
い
て
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
を
有
し
、
又
は
犯
罪
の
防
止
に
配
慮

し
た
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

県
は
、
住
宅
建
築
者
等
及
び
住
宅
に
居
住
す
る
者
に
対
し
、
当
該
住
宅
の
防
犯
性
向
上
の
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言

等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
空
き
地
又
は
空
き
家
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
） 



 

第
十
八
条 

空
き
地
又
は
空
き
家
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
空
き
地
又
は
空
き
家
に
つ
い
て
、
さ
く
の
設
置
、
草
刈

り
、
出
入
口
の
施
錠
等
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
深
夜
商
業
施
設
等
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
） 

第
十
九
条 
知
事
は
、
公
安
委
員
会
と
協
議
し
て
、
深
夜
商
業
施
設
等
（
深
夜
商
業
施
設
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で

の
間
に
お
い
て
営
業
す
る
小
売
業
に
供
さ
れ
る
施
設
を
い
う
。
）
及
び
遊
技
場
（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
営
業
を
行
う
施
設
並
び

に
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
三
十
条
各
号
に
規
定
す
る
営
業
に
係
る
営
業
所
を
い
う
。）

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

深
夜
商
業
施
設
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
前
項
の
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
深
夜
商
業
施
設
等
を
犯
罪
の
防
止
に
配

慮
し
た
構
造
、
設
備
等
を
有
す
る
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
深
夜
商
業
施
設
等
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者
に
対
し
、
当
該
深
夜
商
業
施
設
等
の
防
犯
性
向
上
の
た
め
に
必
要
な

情
報
の
提
供
、
助
言
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
平
二
二
条
例
二
二
・
平
二
八
条
例
二
〇
・
一
部
改
正
） 

（
自
動
車
等
の
販
売
業
者
に
よ
る
情
報
の
提
供
） 

第
二
十
条 

自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
及
び
自
転
車
の
販
売
事
業
者
は
、
盗
難
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
購
入
者
に
対
し
、

日
常
の
管
理
方
法
及
び
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
機
器
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
観
光
旅
行
者
等
の
安
全
の
確
保
） 

第
二
十
一
条 

県
は
、
観
光
に
関
す
る
事
業
を
営
む
者
等
と
連
携
し
て
、
観
光
旅
行
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置



 

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
四
章 

雑
則 

（
指
針
の
策
定
手
続
） 

第
二
十
二
条 
知
事
は
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
一
項
の
指
針
（
以
下
「
防
犯
指
針
」

と
い
う
。
）
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
県
民
等
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
は
、
防
犯
指
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
財
政
上
の
措
置
） 

第
二
十
三
条 

県
は
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
施
策
の
公
表
） 

第
二
十
四
条 

知
事
は
、
毎
年
度
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
附
属
機
関
の
構
成
員
等
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

附
属
機
関
の
構
成
員
等
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

〔
次
の
よ
う
〕
略 



 

附 

則
（
平
成
一
八
年
条
例
第
八
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
二
年
条
例
第
二
二
号
）
抄 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
八
年
条
例
第
四
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
犯
罪
の
な
い
み
や
ぎ
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

条
例
第
十
二
条
の
改
正
規
定
（
「
中
学
校
」
の
下
に
「
、
義
務
教
育
学
校
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
条
中
総
合
運
動
場

条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
（
「
以
下
同
じ
。
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
六
条
中
美
術
館
条
例
第
九
条

第
一
項
第
一
号
及
び
歴
史
博
物
館
条
例
第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
（
「
以
下
同
じ
。
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
八
年
条
例
第
二
〇
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 


